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　Abstract : This study Was carried out for the puropose of elucidating the frost hardiness of

yearling of j)inｕｓｄｅｎｓｉｆｉｏｒａand ７)iれｕｓlｕchｕｅｎｓiｓＳＴown under dぼerent day-length. This eχ･

periment using the yearlings of Pinｕｓ ｄｅｎｓｉｆｌｏｒａ(Katchired pine, Odo red pine and Kirishima

red pine) and Ｐｉｎｕｓ　lｕchｕｅｎｓiｓａｓ material was carried on in the faculty of agriculture. Kochi

　　●　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　duniversity.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，.

　These yearlings were grown under 8， 16, 24 hours photoperiod and natural day･】ength for 191

days from the 4th of May to the 11th of November.　゛

　The elongation of main shoot of the yearlings increased in the largest quantity in 24 hours pho-

toperiod and increased in the smallest quantity in 8 hours･ photoperiod. That is : the longer pho-

toperod is, ↑ｈｅmore increases the elongation of main shoot of the yearlings.

　Thereafter, these yearlings were grown under natural condition. The three treaiments of low

temperature ( ―10, ―8, -ﾆ6°C) were carried out with these yearlings from 11th t0 15th of February･

　Ratio of damaged yearlings for low temperature increased in the largest quantity in 24 hours

photoperiod at the treatment of low temperature (－8，－10°C). Ratio of damaged yearlings for

low temperature in yearlings of 乃‘nil∫Zzばゐuensisis larger than that of Ｐｔｎｕｓｄｅｎｓｉｆｉｏｒａ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に

　　低緯度産の樹木を高緯度地方で育てると，枝条の伸長か秋おそくまで継続して，寒さのために枯

　死することが多,いが，これは，高緯度地方の方が低緯度地方よりも，生長期における自然日長か長

　いため，枝条の休眠に入る時期がおくれることによるとされているｔ,-!)。

　　アカマッノリュウキュウマツとも，一般に日長が長くなるほど，その伸長生長や重量生長は大と

　なり，冬芽の形成する時期もおくれ従って，休眠に入る時期がおそくなる3’。

　　ところが，このような日長処理を行った場合の樹木の耐寒性に関する研究は少なく，また，アヵ

　マツ，リュウキュウマツについては，まだ報告がみられない。

　　アカマツは，朝鮮半島，遼東半島，旧満州，ウスリー地方などにも分布し，わが国では，青森県

‘の北緯41°31'から鹿児島県屋久島の北緯30°1ｙまで天然分布しており，その分布範囲はかなり広

　い。一方，リュウキュウマツは奄美大島から西表島までで,あり，その分布範囲はかなり限られてい

　る1）。

　　この報告は，このような天然分布をする，アカマツ，リュウキュウマツ稚苗を,その生長期間中，

　すなわち，子葉か展開した５月４日から，主軸の伸長か停止し休眠に入ったとみなされた11月11日

　までの191日間，各種の日長条件(8, 16, 24時間および自然日長）下におき，翌年２月上旬に３

　種類の低温処理を行い，樹種間の耐寒性のちがいｙならびに，日長処理による耐寒性のちがいなど

　について検討したものである。
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　　　　　　　　材　料　と　方プ法‘

　アカマツは，青森県産の甲地マツ（北緯40°50'),高知県産の大道フツ（北緯33°20'),鹿児島県

産の霧島マツ（北緯32°）を，リウユキュウマツは，沖縄県徳之島産（北緯32°）のものを用いた。

これらの種子を穀粒筒でふるい｡種子の短径を2.5ﾚ～3.りｍｍ吟‘そろえた後，水中に入れて沈下し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　■　ｙ　･１たものを供試種子とした。　まきつける前に，一昼夜’,･･｡一流水中に種子を浸した後，リオゲンダスト

を種子100 g に対して1.5gの割合いで塗布して消毒したノぞの後，適･当に湿めらせた川石を入れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　r　　g･　II　　　　　　　　　　　　　　　　　・たシャーレ（径15 cm, 深さ２Ｃｍ）にまきつけ，20° Ｃに保つﾄた定温器内で発芽させた。発芽した

種子のうち，幼根の長さか２～３Ｃｍのものだけをとりだし，川砂と苗畑土壌とを１：１の割合い

で混入して満した素焼鉢（径15 Cm，深さ11 Cm）把,ノ1鉢に20粒づう移植した。移植後は室内

におき，その後，どの稚苗も子葉か完全に展開した5｡月４日から日長処珪を始めた。日長処理を開

始する直前，どの鉢も稚苗の大きさをそろえるために，生育か中程度の個体を１鉢10個体だけ残

し，他の個体はとり除いた。　　　　　　　　　　　＼

　日長処理は, 8, 16, 24時間日長と自然日長の4,種類であ乱＼8,時間日長区は，稚苗を毎日，午

前８時50分から午後４時50分までの･8時間，太陽光線の心｡とにおき，他の時間は暗室内においた。

16時間日長区は，自然日長下に稚苗をおき，不足時間を60 W白熱電燈で補光した。 24時間日長区

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡ゝ　｡　　　　　　　　　　　　　　　●●は, 60W白熱電燈を終夜照明した。白熱電燈は，稚苗の地際から±2mの高さから照明した。ほと

んどの稚苗の主軸伸長か停止したとみなされた11月日･日に日長処理を中止し，その後は全材料を室

外においた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ　‥‥‥１

　これらの材料を用いて，稚苗の休眠か最も深く，耐寒性も高まってお力，かつ，１年を通じて最

も低温の時期といわれる２月上旬（11～15日）に，樹種，産地および日長処理別に低温処理を行っ

た。この低温処理は，稚苗を鉢植えのまま，電気低血亘温器内,に入れ，器内の温度を，１日の気温

　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　　　　　　　ｌの低極が，それぞれ－10，－8，－6°Ｃを示した日の毎時刻の気温変化記録（過去10ヵ年の平均値）

　（図一１）に従って24時間，器内の温度を調整して変化させで行った。

　低温処理後は，全材料を再び室外におき，その後，毎日，稚苗の生育状態を観察して寒害の検定

を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒
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Fig. 1. Record of ever-changing temperature from 6. 00 p. m. t0 10.00 a.ｍ‥

　　　　　　　(Mean value for the parst ten years)
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Table １、Ｔｅｍｐｅｒａtｕｒｅ(ｍｅａｎ１ｍａｘimｕｍ ａ？ｉｄｍtｎtｍｕｍ)ｆｒｏｍ Ｄｅｃｅｍｂｅｒ

　　£ｏ Ｍａｒｃｈ ａt ｅエｐｅｒｉｍｅｎtalｐｌａｃｅ.(゜Ｃ)'

Month

December

January

Feburuary

March

Mean　　　　　　　Maximum

temperature　　　temperature

１
　
０

Ｑ
Ｎ

L
O

　7.1

11.8

23.3

21.4

21.5

23.5

Minimum
temperature
一

　-1.3

　-5.7

　-3.4

　0

なお，この年の12月から翌年３月までの間，材料がおかれた場所の気温を表－１に示し｡た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　果　と　考　察

　各日長条件下におけるまきつけ当年の主軸伸長量は表－２のとおりであった。すなわち，アカマ

ツ，リュウキュウマツともに，主軸伸長量は，８時間日長区で最小となり，自然日長区，･16時間日

長区の順に大となり，24時間日長区で最大となった。いま，自然日長区の主軸伸長量に対する他の

日長条件下での主軸伸長量の割合いをみると，８時間日長区では，甲地マツか自然'日長区の41 9

％，大道マツか31.6%,霧島マツが33.8%.リュウキュウマツが49.4^であり，24時間日長区で

は，甲地マツが自然日長区の184.7%,大道マツが146.4%,霧島マツが166.8%,リュウキュウマ

ツが192.6%である。短日条件による主軸長の抑制割合いは｡リュウキュウマツよりもアカマツの

　　　　　　Ｔａｂ】e 1. Ｅｆｆｅｃt　ｏｆｄａｙ-ｌｅｎｇth.ｕｐｏｎ ｅｌｏｎｇａtｉｏｎｏｆ ｍａｉｎ　ｓtｅｍｉｎ ｙｅａｒlingｓ

　　　　　　　ｏｆ　Ｐｉｎｕｓ　ｄｅｎｓｉｆｌｏｒａ ａｎｄ Ｐtnitｓ ｈ↓chｕｅｎｓiｓ.(ｍｍ)

偕広階踪に）

陥;≒鵠沼ｙ

笥ｍｈ首昌‰。）

Piniiｓ lｕchｕｅｎｓiｓ

10.4±1.47　44.5±8.10　45.8±4.14

11.9±3.29　47.2±6.53　55.2士3.32

11.9±3.2.7　48.5±5.31　58.7±7.14

26.6±3. 13　85.4±4.46　　103.8±14.93

24.8±3.14

37.7士5.46

35.2士5.69

53.9±3.85

方が大で，逆に，長日条件による主軸長の促進割合いは，アカマツよりもリュウキュウマツの方が

大であるといえる。つまり，アカマツよりもリュウキュウマツの方が短日条件下でも比較的，主軸

が伸長し，また，長日条件による主軸の伸長効果も大きいといえよう。アカマツの各産地間では，

甲地マツが他の産地にくらべてリュウキュウマツに近い反応を示すようにおもわれる。

　これらの材料を低温処理した後，その後の生育状態をみて，地上部分か褐色に変色し，その後も

緑色にもどらない個体を，寒害による被害個体と判定した。低温処理によるアカマツ，リュウキュ･

ウマツ~の被害率は表－３のとおりである。

　･すなわち，低温処理による被害は，アカマツ，リュウキュウマツとも，８時間日長区，自然日長

区では，どの低温処理区でも全くあらわれず，16時間日長区では。リュウキュウマツの－10° Ｃ低

温処理区に19％あらわれたのみで，アカマツでは全くあらわれなかった。これに対して，24時間日
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Table 3.Ｒａtｉｏ ｏｆ ｄａｍａｇｅｄ ｙｅａｒlingｓ in ｙｅａｒlingｓ ｏｆ Ｐｉｕｕｓｄｅｎｓifloｒａａｎｄ

　　Ｐｉｎｕｓ lｕｃｈｕｅｎｓiｓby tｒｅａtｍｅｎt of lo-ｗ tｅｍｐｅｒａtｕｒｅ．　（％）

Katchi red pine

Odo red pine

Kirishima red pine

Ｐtｎｕｓlｕchｕｅｔ

Katchi red pine

Odo red pine

Kirishima red pine

Ｐtｎｕｓ lｕchｕｅｎｓiｓ

Katchi red pine

Odo red pine

Kirishima red pine

Ｐｉｎｕｓ lｕchｕｅｎｓiｓ

Katchi red pine

Odo red pine

Kirishima red pine

Ｐtｎｕｓ lｕchｕｅｕｓiｓ

－10°Ｃ

8°Ｃ

－6°Ｃ

Control

-

一

一

一

一
一

一

一

一

-
一

一

一

一一

一

一

一

一
一
一
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長区では，アカマツ，リュウキュウマツとも, -10° C低温処理区にはすべて被害（アカマツ６％，

リュウキュウマツ31％）があらわれ，－8°Ｃ低温処理区でも霧島マツ（６％），リュウキュウマツ

　（12％）に被害かあらわれた。しかし，24時間日長区の－６° Ｃ低温処理区ではアカマツ，リュウ

キュウマツともに被害はあらわれなかった。

　このように，アカマツ，リュウキュウマツとも，日長条件か最も長い24時間日長区で，気温の低

極が低くなるほど被害か大きくなって行き，また，アカマツ，ﾘ･４ウキュウマツをくらべると，リ

ュウキュウマツの方が被害をうけやすいといえる。

　高原は8），当年生スギ，カラマツを材料にして，各種の日長処理をした稚苗に，低温処理（－3°Ｃ，

’3分間）を行ったところ，長日条件（16時間日長）下で被害が最大となり，短日条件（８時間日長）

下では，全く被害があらわれなかったことを報告している。このほかＭｏshkoｖ2･もニセアカシア

が短日処理により，耐寒性が増大することを報告している。

　このように，日長処理により稚苗の主軸伸長は，長日条件下で促進，短日条件下で抑制される

が，稚苗の低温に対する抵抗性は，長日条件下で弱まり，短日条件下で強くなると考えられる。こ

れは，生長休止期が日長条件によって異るようになり，かつ，休眠の深さもちがうようになり，同

時に，稚苗生体内物質（主として，糖類と考えられている）5･6）の組成，含量なども異ってくるた

め，耐寒性の獲得の状態Hardeningが日長処理によって変ってくることによると考えられる。

　　リュウキュウマツは，アカマツにくらべて，より低緯度地方に天然分布していることから，耐寒

性は，アカマツより低いと考えられる。

　アカマツのなかでは，より南方産の霧島マツが，他産地のものにくらべて，24時間日長区の－8°Ｃ

低温処理区で，６％ではあるか被害のあったことから，若干，耐寒性が低いかともおもわれるが，

今後，さらに検討する必要があろう。

　今回の実験は，耐寒性が最も高まっているとおもわれる時期に低温処理を行ったか，今後は，晩
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秋ないし初冬の時期，あるいは，早春ないし春季に低温処理を行い,'早霜，晩霜に対する耐寒性に

ついても研究する必要かあると考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　　要

　1）生長期間中，日長処理を行った，当年生アカマツ，リュウキュウマツの耐寒性を調べる目的

でこの実験を行った。

　2）アカマツ３産地，リュウキュウマツ１産地の種子より得た稚苗を, 8 , 16, 24時間日長およ

び自然日長下で191日間生育させ，その後，寒害の検定を行った。

　3）低温処理は２月上旬に，樹種，日長処理別に，気温の低極が，それぞれ，－10°，－8°，－6°Ｃ

を示した日の毎時刻の気温変化記録に従って，24時間，低温器内の温度を変化させて行った。

　4）アカマツ，リュウキュウマツともに，より長い日長条件下で育てた稚苗ほど，低温に対する

低抗性が低くなることか明らかになった。

　5）アカマツよりもリュウキュウマツの方,が，耐寒性が低いことか明らかになった。
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